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第
二
十
眼
巻
　
第
二
號
　
　
二
〇
〇

る
大
漁
文
化
薬
入
の
唯
一
の
門
芦
で
あ
っ
た
長
隙
．
の
支
那
貿
易
史
に
熟
し
、

牛
易
に
叙
べ
た
概
説
害
が
簸
れ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
と
懸
ふ
。
　
（
菊
鋼
七

　
九
百
ハ
、
　
繍
蝿
緯
一
｝
二
、
　
馬
糧
灘
脚
十
…
臨
」
翫
一
十
　
一
醤
邦
、
　
瞠
N
牌
馴
轟
酒
仙
拭
醗
嶽
鼓
備
制
〉
へ
外
黒
甜
轄
Ψ

瀧
）

羅
　
島
　
晦
　
愛

愛
冠
縣
海
獣
鄭
津
島
惣
編

「
近
縛
薪
…
し
き
繊
鳳
堕
と
し
て
、
郷
．
土
焚
民
俗
離
引
の
研
究
の
盛
に
な
っ
た
こ
と

は
、
灌
滅
に
騰
せ
ん
と
す
る
僻
趨
の
地
方
に
於
け
る
貴
重
な
る
資
料
を
叢
見

紹
介
さ
る
、
こ
と
に
依
り
、
雄
心
の
研
究
上
貢
献
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の

が
あ
る
○
既
度
愛
知
縣
津
島
町
で
は
、
名
古
歴
地
方
郷
±
災
の
擢
威
文
學
士

若
山
雛
盤
　
郎
氏
に
町
史
編
纂
を
囑
託
し
、
燃
友
に
一
千
頁
に
近
き
大
堺
の
究
威

を
見
る
に
蚕
つ
た
の
は
、
慶
賀
に
耐
へ
ぬ
次
第
で
あ
る
。
蔚
山
僧
は
嘗
て
．
鞭

欝
塁
學
館
に
於
い
て
皆
無
學
古
文
書
雛
を
撫
ぜ
ら
れ
、
R
又
大
川
涯
年
四
乃

猶
女
面
混
故
會
を
設
立
し
、
爾
來
コ
十
簸
顕
名
古
墜
を
中
心
と
す
る
中
部
川

本
の
駄
寺
史
蹟
の
見
學
及
び
資
料
下
翼
・
編
纂
物
の
判
行
等
に
濃
力
せ
ら
れ

常
地
方
史
料
閉
獲
・
研
究
等
に
寄
與
さ
る
財
部
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
氏
は

…
襲
に
一
宮
市
よ
り
同
市
更
編
纂
を
委
掘
…
さ
れ
、
近
く
は
執
…
頭
足
胆
宮
宮
晦
…
よ
り

同
稗
宮
史
編
纂
ハ
主
任
を
舞
倉
さ
れ
、
爾
潜
共
に
進
捗
頃
の
と
こ
ろ
、
潮
脚
津

島
町
実
編
纂
に
從
翻
せ
ら
れ
た
る
は
、
蝿
に
煮
凝
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
篇
を
分
つ
こ
と
±
鵬
、
章
を
重
ぬ
る
こ
と
七
＋
七
、
乃
ち
総
記
・

澹
革
・
行
政
．
司
法
及
警
備
・
教
育
部
兵
事
・
蓬
頭
・
交
通
・
駄
寺
教
蜜
・

名
蹟
・
入
物
・
交
藝
・
風
硲
の
各
篇
に
分
載
し
て
、
霧
隠
畑
原
購
部
に
於
け

る
名
邑
の
豪
貌
を
よ
く
描
橘
さ
れ
て
あ
る
。
殊
に
當
町
は
王
朝
以
察
の
古
髄

と
し
て
三
顧
天
薫
と
講
せ
ら
れ
、
溶
融
と
し
て
案
町
欝
軍
織
田
竪
軍
繭
柔
肌

張
徳
川
家
裁
武
家
の
崇
敬
毒
厚
く
、
又
疫
病
灘
除
の
淋
脚
訟
灘
あ
り
と
し
て
斑
欄

の
信
仰
も
潔
き
、
國
墜
小
斌
津
轟
騨
瀦
の
鑛
座
咄
と
し
て
、
就
ハ
の
赫
々
た
る

碑
騨
疲
を
顯
彰
し
奉
る
べ
き
幾
多
の
事
蹟
、
瑚
ち
三
殿
・
騨
階
・
瀧
絡
∵
遜

宮
・
崇
敬
・
滋
領
・
融
家
・
搬
家
赦
・
、
騨
宮
寺
・
議
騨
事
・
祭
典
等
爲
獄
十

｝斑

ﾉ
亙
っ
て
説
か
れ
て
壁
め
ム
リ
、
　
騨
砥
南
叉
卜
山
考
究
・
ず
べ
き
題
婦
の
多
く
を
網
髭
供

し
て
み
る
。
遡
ち
…
焦
暦
六
月
十
照
・
野
掛
に
管
は
れ
る
穐
に
名
醜
き
津
葛
祭

は
天
下
の
鳶
祭
と
し
て
知
ら
れ
、
且
又
御
櫛
爆
中
御
斜
高
…
臨
写
・
灘
秋
縣
田

…
遊
碑
事
・
脾
董
流
騨
事
等
は
侮
れ
も
轡
…
代
祭
祀
の
流
を
汲
む
も
の
で
、
延
藝

式
内
批
に
は
歎
せ
ぬ
が
、
共
の
御
由
緒
の
悠
久
の
古
に
存
す
る
を
戯
す
る
も

の
で
あ
る
。

　
又
當
町
は
延
喜
式
に
見
ゆ
る
新
津
騨
の
近
傍
に
あ
り
、
王
朝
末
よ
り
は
之

に
代
り
、
津
島
渡
と
し
て
甑
｝
蓮
記
∴
果
國
紀
行
紘
寸
に
も
衰
は
、
れ
、
海
霧
の
要

津
と
し
て
土
地
肥
沃
四
通
獲
達
の
地
に
在
り
、
且
叉
大
赦
の
門
前
町
と
し
て

も
獲
達
し
、
彼
の
浪
合
記
に
見
ゆ
る
、
後
醍
醐
天
蓋
の
御
孫
精
良
親
王
が
僑

濃
浪
含
に
駆
れ
絵
ひ
、
御
子
良
王
が
最
後
の
擦
勲
を
遠
く
津
島
諸
点
城
に
求

め
給
ひ
、
津
島
の
四
家
電
窯
に
棄
せ
ら
れ
て
、
永
享
頃
ま
で
醐
隣
を
鷹
…
し
て

宮
方
の
籐
勢
を
保
っ
て
ゐ
ら
れ
た
と
傳
へ
ら
る
』
の
は
、
現
に
津
島
薦
耽
家

の
殆
ど
が
南
南
…
の
末
と
侃
構
し
、
又
町
内
に
良
王
の
下
風
跡
と
櫨
け
ふ
る
・
も
の
励
ハ
ケ

慮
亀
存
し
、
n
叉
此
の
天
府
の
重
な
る
甲
乙
と
を
想
ひ
合
す
れ
ば
猛
桶
の
傳
説

と
の
み
片
付
け
ら
れ
ぬ
荻
る
示
唆
を
興
へ
る
で
あ
ら
う
。

　
斯
く
地
理
的
に
悪
ま
れ
た
る
津
｛
島
の
塘
は
武
家
の
崇
敬
厩
闇
例
の
信
侮
に
よ
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り
猫
自
の
獲
展
を
な
し
、
搬
國
時
代
に
は
既
の
儒
仰
に
よ
り
保
謹
せ
ら
れ
た

る
局
外
巾
立
の
安
全
地
理
を
形
成
し
、
遽
近
よ
り
の
蓼
詣
嚢
も
雲
集
し
て
毅

賑
を
極
め
、
富
豪
も
多
く
質
商
入
も
履
澄
せ
し
こ
と
が
太
閤
記
に
も
見
え
、

徽
時
経
濟
土
優
越
の
地
偉
に
あ
っ
た
こ
と
が
凝
せ
ら
れ
る
。
爺
…
し
て
明
治
以

後
に
於
い
て
は
尾
濾
毛
織
物
の
一
中
心
地
と
し
て
葡
途
多
き
工
業
都
市
を
約

束
し
て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

　
紛
ご
擬
す
べ
き
は
津
島
醐
義
々
家
を
巾
心
と
す
る
國
學
殊
に
刺
歌
の
獲
遽

で
あ
る
、
罵
張
藩
主
よ
り
竪
か
な
る
靴
領
を
受
け
て
風
流
韻
脚
を
友
と
す
る

吉
士
ゆ
共
の
代
表
的
な
る
は
歌
人
と
し
て
機
転
長
翁
、
瀞
道
家
と
し
て
藁
野

暗
綱
の
名
を
暴
ぐ
べ
き
で
あ
ら
う
。

　
以
上
は
岡
町
史
の
整
磁
を
窺
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
。
只
慧
ハ
の
韮
燭
と
し
て
は
、

津
断
書
就
を
中
心
と
す
る
民
器
信
佛
及
び
金
閣
的
に
殊
に
關
束
に
多
く
彫
れ

る
津
島
信
仰
と
黙
灘
耽
と
の
期
關
係
叉
鮮
麗
と
し
て
今
少
し
く
根
木
史
料
を
…
欝
加

さ
れ
た
き
こ
と
、
及
び
町
史
年
表
∴
集
引
を
附
載
さ
れ
た
き
こ
と
“
も
で
あ

る
。
　
し
か
し
之
は
共
の
御
文
に
あ
る
如
く
、
僅
々
一
ケ
年
の
歳
月
に
よ
り
、
既

丈
の
大
圏
を
完
成
さ
れ
た
若
山
氏
の
努
力
に
…
封
し
て
は
感
謝
す
べ
き
で
あ

る
。
　
（
釜
揚
、
本
丈
九
一
四
買
、
町
版
七
三
、
附
録
池
繭
二
、
昭
和
導
電
年

十
二
矧
、
愛
知
縣
海
馬
郡
津
島
町
役
場
獲
行
、
頒
償
閥
麟
）
ハ
岡
中
門
…
昌
一
）

石
　
造
美
術

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潤
鵬
政
大
鷲
著

…略

撫
¥
年
薫
じ
著
看
に
よ
っ
て
「
石
鞠
渇
棄
術
…
概
説
」
と
い
ふ
珍
ら
し
い
太
」
が

早
撃
さ
れ
た
事
が
あ
っ
た
。
渉
」
、
れ
は
石
造
美
隔
鶴
の
開
．
拓
嚢
で
あ
り
、
且
つ
パ

イ
ロ
ッ
ト
で
あ
る
聴
唖
が
、
弛
の
鐙
縦
者
の
た
め
に
入
門
手
引
の
書
物
と
し

て
世
に
提
供
せ
ら
れ
た
・
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
團
…
別
に
上
纏
さ
れ
た
「
石
浩

羨
術
」
は
、
今
’
著
の
後
に
於
い
て
三
聖
が
薪
…
に
研
究
を
燦
へ
ら
れ
た
も
の
を

鋪
ふ
と
共
に
、
重
な
る
研
究
分
野
を
指
さ
れ
た
も
の
で
、
既
の
方
面
唯
一
の

好
書
た
る
專
は
｝
葺
ふ
ま
で
も
な
い
。

　
第
一
茸
鰭
雷
、
第
二
章
石
悲
美
術
の
意
義
及
種
U
、
第
置
章
石
階
葵
術
の

　
研
甕
、
第
四
章
麓
料
及
製
作
、
第
強
章
石
迭
爽
術
の
沿
草
、
第
六
章
各
種
・

　
摂
の
形
式
及
攣
蓬
、
第
七
章
主
要
細
部
の
様
式
手
法
、
第
八
章
石
大
工
、

第
仇
章
灘
銘
、
第
＋
章
駆
鑓
術
の
保
存

の
十
出
単
巨
か
ら
成
h
越
す
る
が
、
就
巾
・
、
第
四
轟
尾
、
第
七
・
、
九
章
は
新
に
加
へ

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
著
書
ム
・
園
の
出
版
が
、
既
の
部
分
を
世
に
問

は
ん
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
塩
ほ
、
勿
論
で
あ
ら
5
。
私
は
共
の
ゆ
で
も
第

四
章
と
第
八
・
九
章
を
興
昧
潔
く
讃
ん
だ
。

　
思
ふ
に
我
國
の
麹
き
は
眉
浩
藻
術
の
た
め
に
は
欝
帖
も
悪
ま
れ
な
い
天
地
で

あ
る
。
材
料
と
し
て
も
極
め
て
堅
く
し
か
も
風
に
は
弱
い
御
影
石
が
殆
ん
ど

唯
一
の
も
の
で
あ
る
上
に
、
海
洋
國
の
常
と
し
て
國
土
殆
ん
ど
浸
潤
、
潴
ふ

る
に
濃
墨
の
極
め
て
多
き
事
は
、
石
壁
細
螺
の
保
存
に
最
も
不
適
富
な
國
で

あ
る
。
し
か
・
も
か
k
る
天
輿
の
慧
悪
最
も
貧
霧
な
る
我
國
に
、
か
く
も
下
敷

の
石
慧
桑
衛
品
を
懇
存
し
て
暦
る
事
は
、
全
く
嘉
威
の
隆
撚
少
し
・
も
無
か
っ

た
事
と
國
民
の
愛
郷
心
の
お
か
げ
．
で
あ
る
と
思
ふ
。
そ
し
て
そ
こ
に
も
國
炎

の
一
美
黙
が
見
出
さ
れ
て
み
る
と
困
心
ふ
。

　
石
造
暴
馬
そ
の
・
も
の
L
澹
箪
、
手
法
の
縫
異
は
私
の
知
る
所
で
な
い
．
、
路

ぐ’
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纂
二
＋
濁
轡
　
鯵
二
號
　
　
二
〇
…


